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市民の皆さんによる話し合いを進めています。

川崎市の新たな総合計画づくりの
取り組みの状況について、
定期的にお知らせします。

市民検討会議 第2部会【子育て・教育】
日時：平成26年12月21日（日）9:00～12:30
会場：高津区役所5階 第2・3会議室

★市民検討会議 部会
新たな総合計画の策定にあたり、市民の皆さんのご意見を
お聴きすることを目的として、子育て・教育をテーマとする市
民検討会議 第2部会を開催しました。

コーディネーター
礒崎初仁中央大学教授

※市民検討会議第2回全体会 1/25（日）
※開催済

・市民検討会議第3部会（くらし・交通）
2/8 （日）

・市民検討会議第3回全体会 3/1 （日）

市民検討会議 第2部会【子育て・教育】の流れ

・新たな総合計画策定のスケジュール・政策体系
・子育て・教育分野における現状と課題

次世代を担う子どもを
安心して育てることのできるまちづくり
1. 子どもが健やかに成長する社会のしくみづくり

（主に就学前）
2. 夢や希望を抱いて生きがいのある

人生を送るための礎を築く（主に学校教育）
3. 若者が社会的に自立し、

幸せに生きていくために（主に若者）

市からの説明

グループディスカッション・発表 （３テーマ）

２つのグループに分かれて話し合い、就学前の子どもに関しては、「子どもの伴走者になる」「保育の質の確保が重要」な
ど、学校教育では、「せめて小学校は『100％わかる』を目標に、子どもの状況に応じ、地域・学校が一体となった取組を」
「大人が学校教育に関わる機会をつくる」など、若者世代では、「働くよろこび・価値観の育成」「辛い状況にある人を一人
にしない!!」などの意見が出されました。
それぞれのグループから成果発表を行った後、共感する意見にシール投票を行い、最後に、礒崎教授から、次のようなま
とめがありました。

出席者

・ 家庭でできること
・ 地域でできること
・ 行政（学校）がやるべきこと

グループディスカッションの視点

グループ代表者による発表

グループでの議論

意見への投票

ディスカッションの成果

【この後の予定】
１．伴走型子育て
多様な子育て環境や家庭の状況にあわせた「伴走型」の支援
２．場づくり
遊び場づくり・大人が関わる機会づくり・地域に開かれた学校
３．実感・リアル
働くということをリアルに感じられるしくみづくり

コーディネーターの礒崎教授によるディスカッションのまとめ

コーディネーター 礒崎教授（中央大学法学部）
市民検討委員 14名



有識者の方々からご意見をお聴きしています。
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皆さんのご意見をお聴かせください。
市のホームページで市民の皆さんからのご意見をお聴きしています。
（http://www.city.kawasaki.jp/200/page/0000059368.html）

有識者会議第2回ラウンドテーブル
平成26年11月27日（木）18:00～20:00
川崎市役所 第4庁舎 第3会議室

★有識者会議ラウンドテーブル
有識者会議委員が参加し、ゲストアドバイザーの講演とテーマ別議
論を行う「有識者会議第2回ラウンドテーブル」を開催しました。

ゲストアドバイザー 須藤シンジ氏

・第2回有識者会議 2/1（日）
・第3回有識者会議 3/23（月）

テーマ：意識をデザインする
ゲストアドバイザー 須藤 シンジ氏

特定非営利活動法人ピープルデザイン研究所代表理事

まず、須藤シンジ氏から、心のバリアフリーをクリエイティブに実現する
思想や方法の考え方である「ピープルデザイン」の概念について説明
がありました。 障がい者自身も含めて人々が持っている「意識のバリ
ア」や、従来の福祉や社会保障のあり方を、物理的なインフラによら
ず、ファッションとデザインの力で変えていく取り組みについてご紹介
頂きました。
※ ピープルデザイン研究所は川崎市と包括協定を締結しています。

出席委員
秋山委員、出石委員、垣内委員、平尾委員、涌井委員

有識者委員とゲストアドバイザーとの意見交換

涌井史郎座長
（東京都市大学教授）

今後の予定

市からは、「ピープルデザインの考え方を活用したダイバーシティのまち
づくりの推進」について説明しました。

委員からは、多様な生き方を支える社会の実現に必要な都市基盤
整備や、空間作り、社会の寛容さ、多様性のあり方などについて意
見交換しました。また、東京五輪を契機としたまちづくりや、イノベー
ション、スポーツ等への取り組みの展開について議論しました。さらに、
障がい者や、高齢者、若者が、それぞれの能力を生かせるような社
会参画の場作りの必要性が指摘されました。

最後に、福祉の向上に加えて、感性に訴える新しいライフスタイルを
創造・発信する産業や研究のあり方について意見が交わされました。

次回のラウンドテーブルは、3月13日（金）に、都市拠点や交通
体系のあり方等をテーマに、大西隆氏（日本学術会議会長）を
ゲストアドバイザーにお迎えして開催する予定です。

・第3回ラウンドテーブル 3/13(金)
福田紀彦市長

総合計画の最新情報をチェック


